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水銀剤による防除機作について，中沢は治療剤的見地

からの研究を進めている。錐者らは水稲I遥薬剤を散布し

た場合，散布後の新展開葉においてもイモチ病に罹病し

にくくなる現象について，主として植物に対する抵抗性
巽～2S刀&）

の墹強作用といった面から一連の研究を行なっている。

本報では薬剤散布が水稲の無機成分の含有率に大きい影

轡を与えることについて2，3の知見を報告し，大方の

御参考に砿1糊1批判蓬Vﾐだ霜きたVTr-.-.､･.-~-
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納密苗代で育苗し

材料および方法

た金南風，関東53号
3〕

ダネルポットで馬場氏の水耕液にてガラ

を'/5000アールヮ

ス室内で青成し

た｡1ポット2本植,3ポツ"ﾄで1処理とした｡10月7日(幼

穂形成期頃)PlienylmercuriCacetate(PMA)として
セレサン水和剤1500倍,AS'剤としてモンゼツト水和剤

2000倍を1ポット当り10CC散布した。10月鰹日試料を採

災し直ちに95qC30分後60～70.Cで通風乾燥し，粉砕貯蔵

#昭和35年4月勺日本植物病理学会において皿部発表。

し分析に供試した。

全-Nは分解後微避ガス拡散分析法で定還し,SiOgは

重戯法で行なった。その他の成分は除珪酸したものにつ

いて定趾した。CaO9MgOのみは他のキレート､する金

属を除くため試料25mlをとり，アンモニヤ緩衝液〔ま

たは塩加アンモン0.5grを加え，アンモ三キボ1:1を

加えて）にてpH7.5に中和し加温受過し，アンモニヤ水

‘1：40の温水で-1-分洗漉し50mlとし§~その中の一定量

を採って夫食の定赴を行なった｡､CaOはこの試料20ml

に10％トリエタノールアミンエタノール液2m1,10%

KGN3～4m1,8'NKOH2mlを順次加え，ドータイト

NNを少量添加してEDTAで滴定した。MgOはCaO定量

法の8NKOHの代りにアンモニヤ緩衝液5mlを加え，

pH10とし,EBTを数滴加えてEDTAで滴定した。

.Ebs08は試料10mlをメスフラスニにとり,12%亜硫

酸ソーダ5m1,0.1%α－ﾐαソジピリジル51nlを加え，し

ばらく状態をみて50表たは100ml;にfinup.し島津の分

光光度計にて550m似で比色定通し,‘結果はFe208また
はFeOとして算出した。

MIiO'はConCH3SoA'5ni1を加え白煙の出るまで加熱

し冷却後蒸溜水約20mlを加えて過沃素酸ナトリウムを

少量加えて加熱発色させ,50mlに･fillupし525m"に

て比色定量した。

P205は適当に稀釈してその一定量をとり，蒸溜水で

約80mlとしモリブデン酸アンモン硫酸液4ml加え，
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SnC12液を数滴落とし発色後100mlにfilluPし，モリ

ブデン酸プリューを一定時間後680m似にて比色定錘し

た。KgOも適当に稀釈して(PgO5定戯に使用した賦料

を使う)fIame法にて(768m")定縦した。

Ⅱ実験結果

分研結果は第1表に示した。第1表から各成分の吸収

阻害率（含有率の）を求めると第2変の如くである。

蕊1表薬剤散布による水稲体内の無磯成分含布率の変化（乾物当％）
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第1表の乾物当り含有率より算出

×1”％

すなわちHg剤,As剤を散布することによって無機

成分の吸収に影藩を与え，その阻害率の順位は茎葉にお
いては次の通りであった。
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微量元素が植物疾病と関係深いことについては田杉ら
はじめ多くの報告がなされている｡石鑑は有機水銀剤

3.5.10.28.33.35）

の薬害機作の一つとして，各種金属と植物体内のキレー
ト性物質間における動的平衡が乱されると，生物体に
は金属中毒あるいは金属欠乏症状として各種の疾病症
状が現われてくるものであるとい:うことが出凍ると述

SiO2>H20>K20

．関東58号:FegO3>MIIO>CaO>P205,SiO2>H20

>N>K20>MgO

また根部につい‘てみると次の通りであった。

As剤

‐
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なかろうかということも考えられる。これについては今

後の研究によって明らかにしていきたい。

ぺている。

BrkgはPMAを散布したコーヒ樹にZn欠乏症状
が現われ9As剤でも同纐な症状を観察している。鉦者

らも薬剤敞布による無腰成分吸収への影審を水稲を#献

して1956年認めているが（未発表)，さらに1959年にも

追試した。

第1表から明らかに無機成分の含有率に変化を与える

ことが認められる。これによるとAs剤によってFesOs，

Mgo,Mnoがとくに大きく阻害を受けていた。井上

裳鱗茎霊塗鰯菫綴篭苧蕊蕊
ゴマハガレ病はKgO,siOg,MnO,MgO等の養分欠乏

によって柵病しやすくなることを明らかにしている。従
獅》

って錐者らが既に考察した如くAs剤散布によってゴマ

ハガレ病の発生が多くなるの偉本病と密接な関係のある

MnO,MgO等が吸収阻害を受けることによるも悪と考
えられる。またFegO3の阻害が大きいが，高坂ら，長
翻”〉

沢ら，山本らはAs剤に鉄を加用することによって薬害

が軽減されることを認めているが，一致していて興味深

い、

Hg剤についてもやはりFegO3の阻害が著しく,CaO

も阻害を受けていた。また愛知旭ではSiOg,とくにKgO

Ⅳ摘 要“

1本報はHg剤(PMA),As剤(TuZ)を散布し

た水稲体内の無磯成分含有率および吸水量におよぼす影
密について述べ，考察を加えた。

2As剤による韮分吸収阻害は金南風，関東53号と
もFegO"MgO,n血Oが大きかった。関東53号では

CaOが増大していた。

3Hg剤は金南風ではFegO3,CaO,関東53号では

FegO8,MnO,CaOが阻害大きく，逆に金南風はSiOg,
K§Oが蝋大していた。

4品諏間の差はHg剤ではNHPgO59MgO,As剤
ではPgO5,SiOgが夫糞逆転していた。

5根部ではAs剤によって金南風はMnO,関東53
号はSiOgの減少が目立った。
Hg剤によって金南風はMgO,|測東53号はSiO3,K209

FegOsが減少した。

6As剤によって金南風はKgO,Caaが贈し，関東
53号はMn0,Kgoが増した。Hg剤で金南風はKgO,
Mn0,N,SiOgが，関東53号はMnOが増大した。

が燗大していたが,SiOg含賦とイモチ病の罹病と関係

深く，またK20,SiO雪は収趾に大きく響彗,KgOが多
勢） 引用文献
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いて．昭和32年度愛知農試年報：167～18212上村

いと小粒キンカク病やイモチ病に強いことなどから考え

て,Hg剤の作用持続(Potentiation)が大きく，また

増収作用として働く一因とも考えられるが，今後の研究
にまちたい。

誰分吸収阻害の品種間差異はAs剤ではPgO5,SiOg
においてみられ9Hg剤ではMgO9N,PgO5が逆転し

”〕

ていた。岡本らは水稲の水銀剤に対する薬害の品種間差

異について詳細な研究を行ない外国稲はPMAに対して

薬害が顕著なことを報告している。筆者らも（1960年未

発表）関東53号が愛知旭よりもPMAに対して薬害が大

きいことを観察しているが，養分吸収との関係について

も今噂灸討していきたい。
馬場は水稲のゴマハガレ病，根腐および秋落の発生は

生体Ehと密接なる関係があることを報告し，水稲の組
織汁液のEh低下は選択的養分吸収と関係深く，またEh
の低下はアスコルビン酸およびグルタチオンの還元型
／(還元型十酸化型）の一方あるいは両方の増大と密接な

関係があり，キ腰が大きいとEhが低いことを明かにし
た。さらに菅原はマンガンや糖分含量，薬剤散布等が農

園芸作物のピ身ミンC含量に影響を与えることを報告し
ており，井上智はHg散布によって糖分含量が増加し，
As剤によって減少することを認めている。

Albe品はアスコルビン酸の自動酸化速度はCuﾅ÷が存
在すると普通より非常に速くなると述べていることなど
からみて9Hg剤,As剤等の散布によって水稲の生体酸
化還元電極に影響を与え；養分の選択吸収を起すのでは
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難：89～10427岡本弘・他3（1960)，各禰散布用

狗機水銀剤の薬警に対する日，外禰の抵抗性品薗間及び

品諏群間越異,並びにイモ芽嫡防除効果について.中国農

駄報，4(2)：225~28228Richal･dJ.V.,Robert,
P.K.&Robert,L.W・(1958),Siliconcontentof

thericeplantasafaCtorinfiuencingitsresistan.
cetoinfectionbytheblastfungus,PMbw&"耐

OJ.jZご"e.Phytopath.48:179～18426蒲原友太(19
57)，農，園芸作物のビタミンCに関する研究．P.11~
17，36～37,養喪堂，東京30田杉平耐・山田済
(1935)，水耕上に於て薬剤注入が稲の生育及び擢病性に
及ぼす影縛に就て(1)．日棚摘報，4：215～2Ⅳ,"ibid.
5：49～51,(8)ibid、5:180～18331－・森寛

一(1955)，微愛元素の杣物疾病抵抗性に及ぼす影唇.構
内，禰土還暦記念強女雛：57～6432－・吉田孝
二（1957)，徹歎金属元素の病害抵抗性に及ぼす影唇．
錐4報，日植病報,22:133Taper,C.D.etal
(1957),Magnesium,calcium,andboronnutritionof
theStrawberryinrelationtoblackrootdiSeaSe.
Cfmad．J、p1.Sci.37(2):167～17334友氷冨・
奈須田和彦・友広啓二郎（1956)，薬剤がイネ体内成分
及びイモチ病の発生に及ぼす影轡（予報）北陸病虫研会
報,4:2135TYMcHENKo,L,F・(1957),The
effectofmicro-elementsondamagebySunflower

diseases・Proc・Timiryazevagric.Acad，31:1"~
151.(cf.Rev.Appl.Mycology38:212)36山本
福太郎（1961)，有機砒素剤の作用撒作一化学柵造と薬
害の関係について．殺菌剤の薬害に関するシソボジユウ
ム餓要集:5～6,日植病会（謄写刷)"37森喜
作・松田明・田杉甫（1960)，秋落水田における出穂前
後が水銀剤撒布効果．日植病報，25：8

昭二・商日幸義（1960)，水稲白葉枯摘防除薬剤に閲す

る研究，第Ⅱ報,Streptomycmの薬害軽餓剤．日植摘

報，2523313木谷滴蕊・夏目孝男・小松良行（19

61)，有機砒素剤の倣布が水稲の収錐におよぽす影縛．

日植病報，26：7914商坂津爾・禍代和子(1959〕，

鉄加用による有槻砒索化合物の薬審軽減につも､て．日械

病報，24：1515－．孫工彌野雄・守中正(1961）

有機砒素剤散布稲の成分変化について．ibid.

16－－．福代和子（1961)，狗機砒紫剤散布がイネの
燐酸，加里吸収におよぼす影郷.ibid、17-(19

61)，有磯砒素剤の薬害．殺菌剤の薬害に関するシン瀧
ジュ･ウム聯要築二3～4，日柧摘会（謄季刷）

18見里靭正・他4(1960),BlasticidinSによるイモ

チ病防除機作．日農化シンポジュウム辨要雛：19～20

19－〔1961)，抗いもち病性抗生物衝プラストサイジ

ンのイネに及ぼす作用．殺菌剤.の薬響に関するシンポジ

ュウム誰要集：25～26,日植病会（謄写刷）20長

沢正雄（1960)，有機砒素剤に関する研究（鋪4報）有

機砒紫剤の薬害防止について．日棚病報，25：30

21中沢雅典（1959)，有機水銀剤の防除機作に関する
研究－特に治深剤として見た場合について－愛知艇

試薬報，15：1～/2422奈須田和彦・竹内祥晃（19
57)，殺菌剤が病害抵抗性に及ぼす影轡一水稲葉中の遊

離アミノ酸の変化．日植病報,22:3323-q9
60〕,病害抵抗性に及ぼす殺菌剤の影響に関する研究(第
1報）イモチ病Q発生におよぼす影響．福井挫賦60周年
記念論文集：105～11224－（1906)，－（第
2報）窒素代謝におよぼす影響．ibid,113～1"
25－（1960)，－（第3報）水稲葉の呼吸作用並
びに遊離アミノ酸およびアミド含趣におよぼす影響．北
陸病虫研会報,8:82～8626－・伊阪実人・友
永富“60)，イーモチ病，紋枯病および小粒菌核病のと
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病害抵抗性におよぼす殺菌剤の影響に関する研究

第5報水稲各部の無機成分含有率＊・

奈須･田和彦・勝見太、

．（福井県立艇事試験場〉、〃

bシ、

‘前報において水稲に殺菌済I鰹g剤9As剤）を散布しると共に御批判を仰ぎたい。
た場合無援成分含有率に大きな影饗を与えることを報告実験に当っては北陸農試小野小三郎憾土,当場{畔部
した｡引続いて'960毎には各種殺菌剤を用いて水稲の生主侭ll端清一技師(現兵庫農調.に種々 有益な御示唆を
育並びに無機成分の吸収,移行につW､て実験を行なった頂いた｡記して感謝の意を捧げる。
が，本報告はその中の無機成分の吸収阻害,増大がどの．
部位に大き:く影認する釣虻ついて報告し,御参考に供す．.I-,材料および方法
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*昭和36年4月，日本植物病理学会において1部を、糖密苗代にて育苗した愛知旭，関東51号をゴ.ツクリー
識表した｡'~＝．．．、‘．。‘､‘トポッド(30cm×30cm)に7月18日1株3本,4JW
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